















































































( 1) Flugge， Donnell および溝口の各理論を一般軸対称かくの曲げ、および振動の問題に適用する
ための数値解法を提案した。
( 2 )このうち、 Fluggeのかく理論による解法の精度を向上させるために、これを修正した解法を
提案した。







構造設計の分野に貢献するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
??? ??
